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１．はじめに 
近年，ICT や SNS の発達にともない，インターネット上でのコミュニケーショ
ンの機会が増えている。ネット上では，カメラやマイクを使って映像と音声によ




















永 2012，原田 2011など）。 
本研究は，上述のような社会状況で必要とされる「文字によるコミュニケーシ
ョン能力」の育成を目指し，日本語教育における新しい文章表現授業のデザイン
を考えたものである。具体的には，インターネット（LMS や SNS など）を使っ
て授業時間外にクラスメートと行う非対面 PR（浅津他 2012）を文章表現授業に
























行う作文課題（以下，課題）の作成過程に非対面 PR を組み込んだ。非対面 PR








報を示す。本実践では，初回から PR や非対面 PR を行うのではなく，第１課題
の前には PR についての導入を行い，その後，従来型の対面 PR，授業内での模擬











表１ 課題作成の流れと非対面 PR の実施回 
課題作成の流れ［ 草稿作成（個人）→ 非対面 PR＋自己訂正 → 完成稿作成（個人） ］ 
 第１課題 第２課題 第３課題 第４課題 




















































 これは，対面 PR では「始めます。いい，いい，続けてください」といった「進
行」の機能を持つ発話（原田 2011）によって話し合いが始められたり，ターンの



























































































図６ ひとりひとりに返信（学習者 B） 
 
 
 学期終了後，学習者 B にメールでその理由を確認したところ，次のような返事
が返ってきた。 
 































従来の対面型 PR と比較する 
（３）人間関係構築への影響やプロダクトへの効果をより詳細に検証するため，
非対面 PR を複数回実施して過程を記録・分析する 
（４）（３）を通して，非対面 PR における教師の役割を考える 
（５）Moodle のようにパソコンを立ち上げ，ログインして参加するツールより，
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